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令和５年度学校教育目標
「ふるさとと人を愛し、自らの夢に向かって、力強く歩み続ける子どもの育成」

６年生の成長を感じた修学旅行

10 月 27 日（金）～ 28 日（土）の２日間で修学旅行に行ってきました。長崎に着い
てバスから降りたときには雨がひどくて雨宿りが必要でした。それでも５分ほど待っ
ていると雨も止みました。
最初は城山小学校の原爆遺構の見学でした。一人一人がしっかりと話を聞いていて

感心でした。午後からは平和集会を行い、その後は、ボランティアガイドさんととも
に約１時間３０分歩いて浦上天主堂や如己堂などの見学をしました。私は８班につい
て回りましたが、ガイドさんともすぐに打ち解けて、話をしっかり聞くだけでなく、
質問も頑張っていました。
ゴールは原爆資料館で、見学後に被爆体験講話がありました。八木さんの講話はと

ても心に残るものでした。子どもたちへのメッセージとして、「戦争にはいい戦争も悪
い戦争もない。絶対にしてはいけないこと。」「平和のバトンをつないでいくのは自分
たちであること。」「まず友だちをしっかり大切にしてほしいこと。」などをいただき
ました。本や写真だけでは伝わらないものが、６年生の心に刻まれました。
また、ホテルではとてもきれいな夜景を堪能することができました。２日目は、出

島資料館やグラバー園、大浦天主堂などの歴史学習を頑張りました。歴史にものすご
く詳しい６年生もいてさすがだなあと思いました。最後の宇宙科学博物館では、たく
さん楽しめるコーナーがあり、満喫していました。宇宙ゾーンが改修のため利用でき
ないのは残念でしたが。
一人一人が優しくて仲も良く、気持ちの切り替えもしっかりできていて、さすが最

上級生だなあと感心した修学旅行でした。
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時間どろぼうと、盗まれた時間を人間に取り返してくれた女の子モモの不思議
な物語です。人間本来の生き方を忘れてしまっている現代の人々に（時間）の真
の意味を問う、エンデの名作です。
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